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2

基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

面積 381.58 k㎡

人口 239,986 人

公立中学校数 15 校

公立中学校生徒数 5,780 人

部活動数 39 部活

市区町村の協
議会・検討会議
等の設置状況

設置済

市区町村の推進
計画・ガイドライン
等の策定状況

策定作業中

本市の、中学校の生徒数は、令和6年4月時点で約5,800人であるが、10年後には約5,000人と
推測され、約800人の生徒が減少する見通しとなっている。現在、15校の市立中学校において、文化
部は39部活約1,100人が活動しているが、運動部活動と比較すると全体的に部活動数が少なく、学
校によっては文化部自体がないため多様な文化芸術の選択が難しい現状にある。団体種目の吹奏楽
部では、人口減少に伴い単独でチーム編成ができない学校が生じている。
また、令和8年度から全ての市立中学校において、部活動の任意加入制の導入を予定しており、部
員数や所属率の更なる減少が想定されることから、多様な文化芸術を選択することができ活動できる場
の創出が必要である。
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担
◉教育委員会
・学校、部活動、顧問、部活動外部指導者、生徒、保護者との調整及び広報
・小中学校校長会への情報提供
・部活動指導員の配置計画 など

◉首長部局
・（仮称）山形市部活動地域移行・地域連携推進計画の検討
・山形市における部活動の地域移行・地域連携検討協議会の運営
・地域クラブに関する助言、コーディネート など

文化スポーツ部

受皿候補団体
・大学吹奏楽団 ・（プロアマ）オーケストラ
・総合型地域スポーツクラブ ・スポーツ少年団
・プロスポーツチーム
・民間団体（道場、スポーツクラブ、任意団体等）
・民間企業等

山形市における部活動
地域移行・連携に係る

検討協議会
学識経験者、外部有識者

教育委員会、文化スポーツ部

四者会議
受皿団体、コーディネーター

教育委員会、文化スポーツ部

コーディネーター
（文化担当）

（スポーツ担当）

教 育 委 員 会
(学校教育課)
(教育総務課)

・学校－ 部活動
・顧問、外部指導員

(受皿候補)

・生徒、保護者(PTA)

・中体連 ・中文連

連 携
企画調整部
(公共交通課)

（情報企画課）

令和６年４月 コーディネーターの配置
実証事業参加団体の調整

令和６年５月 学校長との意見交換（個別）
関係団体との意見交換

令和６年６月 実証事業開始（順次）

令和６年７月 第1回検討協議会の開催
実証事業活動視察（順次）

令和６年８月 市議会勉強会の実施

令和６年９月 PTA連合会との意見交換

令和６年１０月 推進計画骨子案の検討

令和６年１１月 推進計画骨子案作成

令和６年１２月 実証事業完了（一部を除く）

令和７年１月 第2回検討協議会の開催

令和７年２月 実証事業の検証、課題整理
次年度の検討
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地域文化クラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること
中学校数 １５ 校 実施した地域クラブ総数 ６ クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） ０ クラブ（０ 部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） ６ クラブ

全体の指導者数 ２９ 人 全体の運営スタッフ数 ７ 人

②各クラブに関すること

クラブ名 運営団体
種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数 実施時
間帯

参加者
（学年別） 実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数

（他クラブと兼務） 会費 大会参加方法

山形県美
術連盟山
形地区

地域の文
化団体 美術（新） 月 1～2回

（休日） 午前 1年生 3人 10～12月 小学校多
目的ホール 1人 1人 1,000円 ー

マン・クリエ
イト 民間事業者 写真 3回（休日） 午前 1年生 4人 9月 民間施設

公共施設 1人 － 1,000円 ー

やまがた
ジュニアコー
ラス

地域の文化
団体 合唱（新） 月 1～2回

（休日） 午前 1年生 3人
3年生 1人 8～11月 県民・市民

ホール 3人 ー 3,000円 ー
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地域文化クラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

②各クラブに関すること

クラブ名 運営団体
種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数 実施時間帯 参加者
（学年別） 実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数

（他クラブと兼務） 会費 大会参加方
法

日本棋院
山形県支
部連合会

地域の文
化団体 囲碁（新） 月 2回

（休日） 午前 1年生 2人
2年生 1人 11～12月 公民館 1人 2人 1,000円 ー

富岡本店 民間事業者 吹奏楽 月 2～3回
（休日） 午前 1年生 1人

2年生 1人 10～11月 公共施設 19人 1人 2,500円 ー

奥の細道
マイスター
の会

地域の文
化団体 俳句（新） 月 1回

（休日） 午前
1年生 5人
2年生 6人
3年生 6人

12～1月 公共施設 4人 3人 500円 ー



6

主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目 合唱

運営団体名 やまがたジュニアコーラス

期間と日数 ８月～１１月 計６日

指導者の主な属性 県合唱連盟
元教員

活動場所 公共施設（県民ホール等）

主な移動手段 保護者の送迎

１人あたりの参加会費
等（年額） 3,000円

１人あたりの保険料 スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年

●やまがたジュニアコーラス 活動概要

●統括責任者
役割：市との窓口、参加者や会場等の調整全般

●指導者 ３名
役割：パート練習や合奏練習の指導、発表会の指揮者・ピアノ演奏等

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等

山
形
市

やまがた
ジュニア
コーラス

市
内
中
学
校

業務委託 参加
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

休日の部活動の地域移行・地
域連携に向け、コーディネーター
を配置することにより、文化芸術
団体等の調整、指導者の確保、
参加費用負担等への支援につ
いて総合的に推進。
また、令和5年度に立ち上げた
検討協議会で外部の意見を取
り上げつつ、モデル事業の拡充を
図り、実施状況を検証しながら、
成果と課題を整理していく。

・文化担当のコーディネーター１名を常勤で配置。教員ＯＢの
コーディネーターを配置したことにより、学校及び関係団体等と
の連絡調整を円滑に行うことができた。
・検討協議会を年2回開催。協議会の構成員を有識者及び
学校関係者等に依頼したことにより、他自治体の現状や学校
現場等の率直な意見を聴取し、課題の整理につなげることが
できた。

№

1 学識経験者 大学関係者

2 学識経験者 大学関係者

3 学識経験者 大学関係者

4 学識経験者 大学関係者

5 学識経験者 （公財）山形県スポーツ協会

6 関係団体 （公財）山形市スポーツ協会

7 関係団体 山形市芸術文化協会

8 ＰＴＡ 山形市ＰＴＡ連合会

9 校長会 山形市中学校長会

10 中体連 山形市中学校体育連盟

11 中文連 山形市中学校文化連盟

12 市職員 山形市教育委員会

13 市職員 山形市教育委員会

14 市職員 山形市文化スポーツ部

検討協議会構成員

・市内全中学校を訪問し、現状の把握と課題の整理に努めた。
・中学校校長会に出席し、部活動改革の取組み等を説明しながら、
学校現場の協力を依頼した。
・PTA連合会にて部活動改革の説明を行い、保護者の理解を深めた。

・既存部活動を移行していく実施主体（特に吹奏楽）が確立できてい
ないため、今後、関係団体などと緊密な連携に努める。
・令和7年度中に部活動地域移行推進計画を策定予定。課題と対応
策を明記し、周知を図っていく。
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取組内容

2.実証内容と成果

専門性が高い指導ができることに加え、教育的な視点からも指導できる文化芸術団体や事業者を選定していく。

プロフェッショナルな技術を有している指導者やその分野に精通している方々の所属団体を受皿団体として、技術力の向上や見識を
深める活動を実施できた。また、指導者として元教員を採用することで教育的意義の継承を図った。

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保

取組事項

取組の成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

●取組項目名 エ：面的・広域的な取組

取組事項 文化部活動がない中学校や単独での活動が実施困難な学校もあるなか、市内全中学校を対象とすることで広く文化活動に参
加する機会を創出する。

取組の成果 文化活動の選択肢が増え、異なる中学校の生徒が参加したことで交流も生まれ、新たな居場所に繋がる取組となった。

●取組項目名 ク：その他の取組

取組事項 生徒の成長などがわかるよう成果発表の場を設ける。また、移動手段の確保として、公共交通の担当部署と連携を図り、参加しや
すくなるよう検討していく。

取組の成果 成果発表したことで生徒が自信を持つことができ、また、保護者にとって子どもの成長を感じられる良い取組となった。移動手段につい
ては、庁内会議を行うとともに令和7年度に策定する計画において引き続き検討することとした。
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取組内容

2.実証内容と成果

令和5年度に構築した関係団
体との連携を継続し、発展的に
広げていきながら、様々な文化芸
術団体と意見を交わしながら各
分野の振興についても検討する。

昨年度から引き続き、年齢や感覚も近い世代の山形大学
吹奏楽団の学生達が指導者となることで、未経験者も活動し
やすい環境が生まれ、生徒も活気溢れる活動ができた。
指導者である学生、特に教育学部に籍を置く学生にとっては
生徒指導の機会を得られる貴重な経験の場にもなった。

・今年度の実証事業は全学校型であったこと
から、次年度は既存の吹奏楽部の地域移
行を目指したモデルケースを実施していきたい。

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

活動風景
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

既存の部活動にない多彩な文
化芸術活動に触れる機会を創
出する。

参加人数 １７ 人 指導者数 ４ 人

属性 俳句（奥の細道マイスターの会）

具体的な内容
・山寺の自然や風景を肌で感じ、その想いを俳句で表現することで俳句の魅力を感じる。
・チームで俳句を披露し、互いに意見や感想をディベートすることで、柔軟な創造力やしなやかな
感受性を育む。

子供の声
 限られた字数で詠むことや、相手に情景を連想してもらう大変さが難しくもあり面白い。
 互いに質問し意見をぶつけ合うバトル形式が新鮮だった。
 同じ一句でも、捉え方が人によって全く異なることに、言葉の深みを感じた。

関係者の声  若者の新鮮な発想に驚きを覚えた。
 国語の授業とも違った学びの場であった。

運営経費
人件費 6.8万円
講師謝礼 4.6万円
借損料 0.4万円 など

活動の詳細
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

部費の取り扱いなどを参考にしな
がら参加者の負担が過度にならな
いよう検討していく。 ・囲碁 1,000円/全４回

・合唱 3,000円/全６回
・写真 1,000円/１回につき

取組事項 地域クラブに係る経費

■参加者負担について（実績の一部）

受益者負担として、「保険料」・「会場使用料」などを考慮し
現在の部活動費と大きな隔たりがないよう、実施団体の配慮
も見受けられた。

部活動地域移行 ・地域連携に関す る意識調査 中学１ ・２年生保護者対象
Q. 「学校の部活動」に参加させる場合、毎月の会費等
の費用として妥当な金額はどれくらいと考えますか。

Q. 「地域クラブ活動」に参加させる場合、毎月の会費等
の費用として妥当な金額はどれくらいと考えますか。

Q. 「地域クラブ活動」を行う上で、気がかりな点はど
のようなことでしょう。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

美術クラブでは、どの中学校からでも比較的参加しやすく無償で借りられる場所に焦点を当て、施設開放している市内中心地の小学校を活
動場所に選定した。学校を利用することは、生徒の安全性を確保でき、保護者にとっても会場使用料など経済的負担を抑えられた。

取組の成果

活動にふさわしい場所であるとともに、経費削減につながる場所、参加しやすい場所といった視点で適切な活動場所を確保していく。

部活動にはない文化芸術活動を実施したこともあり、学校や公民館等の施設以外で実施したクラブ活動では、場所の確保や割高な施設使
用料の発生が生じた。今後、学校やコミュニティセンターなどを中心に利活用の協力体制を築くことで、受益者負担の低廉化、実施主体の持
続可能な運営に繋がると考える。
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

様々なクリアすべき課題を、検討協議会や関係各所との意見交換を踏まえ、
令和7年度策定予定の推進計画において今後示す必要がある、
・活動場所の継続的な確保
・生徒の移動手段
・適切な受益者負担額の設定
・楽器の運搬（吹奏楽）
・実施主体の持続可能な運営体制 など・・・

●今後に向けて

中学校の休日における部活動地域移行・地域連携
に向けた取組みを以下のとおり実施した。

🔷🔷実証事業の実施
文化芸術団体や民間事業者、地元大学などの
協力を得ながら６活動を実施。

🔷🔷検討協議会の開催
スポーツ・文化に精通した有識者や学校関係者
等で組織された協議会を年2回開催し、今後の
在り方について検討した。

🔷🔷関係団体との協議
文化芸術団体や運営組織、学校関係者と連携
を図り、休日における地域クラブ活動の目指すべき
姿や方向性について協議した。

🔷🔷コーディネーターの配置
中学校長経験者を文化担当のコーディネーター
として配置し、主に学校との調整や状況調査を
行った。

🔷🔷実証事業では、既存の部活動にはない文化芸術活動を実施したことで、多様な
選択肢を提供でき、生徒の新たな可能性や活動の幅を広げることができた。

🔷🔷検討協議会では、多岐にわたる分野の有識者からの意見や課題を情報共有する
ことで、今後の在り方について共通認識を持つことができた。

🔷🔷受皿団体と学校側からそれぞれの視点で協議することで、より現実かつ具体的な
クリアすべき課題が見えてきた。

🔷🔷コーディネーターが調整役となることで、学校と市や文化芸術団体との調整が円滑
に進めることができた。
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参加者・保護者の声

2.実証内容と成果②
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広報資料

2.実証内容と成果③

【生徒への参加啓発チラシ】
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【俳句（ディベート）】 【吹奏楽（練習）】

【合唱（発表会）】 【美術（レッスン）】
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地域文化クラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

令和5年

協議会設置、
検討開始

令和6年 令和７年 令和８年

受け皿団体の
選定（実証事
業実施）

部活動連携室
創設、コーディ
ネーター配置

計画策定 地域移行・連携
開始

受け皿団体の
選定（実証事
業実施）

ステークホルダー
学校、文化芸術団体、民間事業者、市長部局、市教委
経過
令和5年度より検討委員会を設置し、山形市における地域移行・地域
連携について検討を開始した。令和６年度は、市長部局に「部活動
地域移行連携室」を設置するとともに、学校長経験者のコーディネー
ターを常勤で配置し、教育委員会と緊密な連携のもと、検討協議会や
関係団体等との協議を深めながら取組みを進めている。
実施内容
令和６年度は、実証事業の活動数を６活動に拡充し実施した。（令
和５年度は３活動）既存部活動にはない新たな文化芸術活動の実
証事業も行った。
また、学校関係者や関係団体と密に協議を行い、推進計画の骨子案
を作成し、令和７年度の本格的な策定に向け準備を整えた。

実施にあたって生じた課題
実証事業では、活動場所の確保や移動手段、参加人数の少なさ等
の指摘が多かった。また、推進計画において様々な支援策を検討してい
くことになるが、市としての財源の確保なども大きな課題として考えられて
いる。
今後の展開
令和７年度も関係者等との協議を深めながら、１２月までに「(仮称)
部活動地域移行・地域連携推進計画」を策定し、令和８年１～３
月にかけて、学校や関係団体等に周知していくことで計画している。令
和８年度の本格的な地域移行に向けて、地域クラブのあり方や移行ス
ケジュールなどを明確にしていくとともに、地域クラブで活動している団体
の情報の収集を徹底し、市民に情報を発信できるよう取り組んでいく。
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

【予定】
2023
令和5

2024
令和6

2025
令和7

2026
令和8

2027
令和9

2028
令和

10

2029
令和

11

2030
令和

12

2031
令和

13

市 山形市発展計画

市 文化創造都市推進基本計画

市 山形市スポーツ推進計画
2028

市 山形市における部活動の方
針

市 部活動地域移行・地域連携
推進計画

市 部活動地域移行に向けた実
証事業

山形市発展計画2025 （仮称）新 山形市発展計画2030

創造的活動の担い手の育成及び支援

休日の部活動の段階的な地域移行

生徒にとって望ましいスポーツ、文化環境を目指して
※状況に応じて必要な見直しを行う

調査・研究
骨子案

策 定
（仮称）山形市部活動地域移行・地域連携推進計画

計画期間 令和８年度より令和１３年度（５年間）
※本市の状況や国・県の情勢を踏まえながら、必要な見直しを行う

四者会議、相談と助言

山形市における検討協議会

委託事業 （仮称）山形市部活動地域移行・地域連携推進計画に基づく施策等
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